
紀州地域本部

NEWS &            TOPICSNEWS &            TOPICSNEWS &            TOPICS

7月3日と4日の2日間、肥料メーカーやJAの
職員などが協力して土壌分析を行いました。
分析を希望する生産者が持参した土のサンプ
ルを、薬品や専用の機械を使い、成分や肥料
の残存量について調べました。検査結果をも
とに、各園地の施肥設計を行い、生産者の皆
さまに土壌改良の指導・相談を行います。

紀州地域の青年部は繁忙期の労働力不足に対応するため、6年前から県内
の他地域本部の青年部との労働力交換事業を実施しています。新型コロナウ
イルスの影響で規模の縮小や中止が続いていましたが、今年度より本格的に
再開しました。
6月の梅の繁忙期に合わせありだ地域の青年部員7名が紀州地域を訪れ、

梅の収穫や選果に協力していただきまし
た。ミカンの繁忙期には紀州地域の青年
部員がありだ地域へ出向き、収穫作業等
を支援する予定となっています。
受け入れた生産者からは「同じ農家とし
ての気持ちを理解してくれるので一緒に
作業しやすい」との声があがりました。
また、JA担当者は「まだ試験的な取り
組みで課題もありますが、今後も積極的
にこの取り組みを拡大していきたいです」
と話します。

7月11日、JAがいなポートにて、青年部 名田・
塩屋班主催による「スイカ祭り」が開催されま
した。名田支店も協力し、地元農業の魅力を広
く伝えることを目的に、地域の特産品である小
玉スイカを使った様々な催しが企画されました。
今回が初めての開催となりましたが、多くの方々
にご来場いただき、子どもから大人まで大いに
楽しんでいただくことができました。

管内の園地325件の
土を診断！

土壌分析

ありだ地域との労働力交換を実施

スイカ祭り大盛況‼

他にも、スイカの重さ当て大会、
スイカ試食、地元農産物の販売等を実施し

大盛り上がりとなりました。

子どもの部、大人の部で開催され、
熱戦が繰り広げられました！

スイカ早食い競争

スイカスーパーボールすくい

フォトスポット

スイカ輪投げ

種飛ばし大会
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紀州地域本部スターチス連絡協議会主催により開催され、市場8社、
連絡協議会役員11人、JA関係者13人が出席しました。JA担当者から
は令和6年度産の販売結果、次年度産販売対策や今年度の作付け予定（苗
の発注状況や品種のバランス）、高温対策について報告がありました。
また、市場関係者からは市場情勢の報告や産地への要望が寄せられ、連
絡協議会役員からも次作に向けて注文単価や今後の販売情勢などに関し

て質問や意見があ
がるなど、活発な
意見交換が行われ
ました。

日高北部にんにく部会員18人、JA関係者4人
が出席しました。JA担当者より販売状況、次年
度に向けての課題などを報告しました。経費の
高騰が出荷者の減少に繋がっていると考え、JA
としては、施肥設計の見直しを進めるなど経費
の削減に努めていくと報告がありました。

印南町社会福祉協議会が実施する「いなみシニア
学園」の「園芸クラブ」にJAが令和7年度の講師と
して参加しています。6月の講義では土作りや農薬の
正しい使い方について説明し、今後の取り組みについ
て話し合いまし
た。1年 を 通し
営農指導員を中
心にJAらしい講
義や体験を実施
します。

スターチス連絡協議会出荷反省会

いなみシニア学園
JA職員が園芸クラブの講師に！

令和6年度産

不知火出荷者
31人、JA関係者
8人が出席しま
した。JA担当者
より令和6年度
産の販売経過、
販売実績、次年度対策の報告があり、「今年は不作だったものの、
高単価で販売できた」と説明がありました。大阪中央青果市場の
担当者にもお越しいただき、市場情勢について報告していただき
「もっと後期デコポンの出荷を増やしていただきたい」と要望があ
りました。また、生産者からは後期デコポンの貯蔵中の傷みなど
についての意見があがり、原因や対策について情報交換を行いま
した。

にんにく出荷反省会
令和6年度産

不知火反省会
令和6年度産

JAでは、地域の子ども
達の食農教育を支援し
ています。営農指導員
をはじめJAの職員、青
年部員、女性会員など
が協力し、お手伝いし
ています。また、この
活動は、JA共済地域貢
献活動に係る助成金を
活用しています。

625 627

711

食農教育支援 6/17 田植え

6/25

6/18 みなべの梅学習

清流小学
校

ひまわりこ
ども園

5歳児25人

印南町特産の小玉スイカを学習！

岩代小学校 岩代小学校では毎年、「みなべ
の梅学習」を実施し、地域の特
産物である「梅」について、収
穫から加工・製品化に至るまで
の過程を体験しています。JA
も職員がサポートするなど、地
域の食と農に興味をもってもら
えるようこの活動を支援してい
ます。

6月18日には全学年35人
が梅拾いを行った後、グ
ループで協力し、収穫し
た梅の塩漬けに挑戦しま
した。今後は漬けた梅の
天日干し、塩抜き、しそ
漬け、カップ詰め等も実
施します。

JA職員と一緒に園庭で田植え体験
をしました！手が泥だらけになりな
がら一生懸命植えました。秋の収穫
が楽しみです！

清流小学校では地域産業についての知識を深めるため、特
産品の小玉スイカに関する学習を行っています。6月25日、
3年生9人が参加し、収穫体験、試食を行いました。JA営農
指導員からスイカの特徴や栽培方法について説明があり、
児童たちは熱心に耳を傾けていました。

13



紀州地域版

からのお知らせ

はな      や       か      いち

紀州花野果市《HIRO御坊店》
Aコープかわべ産直部会
詰め放題イベント開催！
Aコープかわべ産直部会
詰め放題イベント開催！

浦西自然農園
平飼いたまご 随時販売中！

平
飼
い
た
ま
ご
を
使
用
し
た

手
づ
く
り
プ
リ
ン
も

販
売
し
て
い
ま
す
‼

平飼いで
のびのび育てているので、
ストレスがなくクセや
嫌なにおいが
ありません。

7月6日、Aコープかわべ店の創業祭に合わせて、産直部
会による「新鮮野菜詰め放題」が開催され、多くのお客様
で賑わいました。産直部会では、お盆や年末の2割引きイ
ベントをはじ
め、さまざま
な催しを実施
し、店舗の活
性化に努めて
います。

あなたの想い、咲かせよう

JAマイカーローン

24時間365日インターネットから
仮申込みいただけます！

変動金利1.30%～1.90%（令和7年7月1日現在）

※別途保証料・実行手数料・出資金が必要となります。

借入の特徴‼

※入社6カ月前からお申込み可能‼

新卒内定者の方も
ご利用可能‼

ディーラーローン
残価設定型ローンの
お借換えもOK‼

借換も安心‼

●自動車・バイク（中古車含む）の購入資金　●運転免許の取得資金　●車検・点検・修理費用
●カーナビ等カー用品の購入資金　●100万円以内のカーポート設置資金　などお使いみち

他行ローンだけでなく

お問い合わせはお近くのJA窓口、または渉外担当者まで

ローンセンター （フリーアクセス）�������������
ローンセンターは 4月より本店建替え工事に伴い、湯川支店内 2階に移転し営業
しています。移転後も日曜日にローン相談会【9時～ 16時】を実施しています。
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極
端
な
小
玉
果
や
傷

果
・
病
害
虫
被
害
果

の
摘
果
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

◦
水
管
理

味
の
良
い
み
か
ん

を
作
る
に
は
梅
雨
明

け
か
ら
盆
す
ぎ
ぐ
ら

い
ま
で
適
度
な
水
分

ス
ト
レ
ス
を
与
え
る

こ
と
が
重
要
で
す
。

し
か
し
な
が
ら
極
度

な
土
壌
乾
燥
は
果
実

肥
大
の
低
下
、
小
玉

果
、
酸
高
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
葉
が
巻

き
始
め
た
ら
10
mm
程

度
の
潅
水
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
特
に
幼

木
は
樹
の
水
分
保
有

量
が
少
な
い
た
め
、

こ
ま
め
に
潅
水
を
行

う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

◦�

品
質
向
上
対
策
（
早
生
・
中
生
の
マ

ル
チ
被
覆
、
フ
ィ
ガ
ロ
ン
散
布
）

早
生
・
中
生
で
は
8
月
末
ま
で
に
マ
ル

チ
被
覆
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
被

覆
前
に
土
壌
が
極
度
に
乾
燥
し
て
い
る
場

合
は
降
雨
後
か
潅
水
を
行
っ
て
か
ら
被
覆

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
被
覆
後
の
過
度
な

乾
燥
は
樹
勢
低
下
や
酸
高
を
招
く
の
で
葉

水
等
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

う 

め

元
肥
（
9
月
）

9
月
は
、
翌
年
の
貯
蔵
養
分
を
蓄
積
す

る
た
め
の
重
要
な
時
期
で
す
。
こ
の
時
期

に
施
用
さ
れ
た
肥
料
は
主
に
根
に
取
り
込

ま
れ
、
翌
年
の
果
実
・
葉
・
新
梢
・
根
の

生
育
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

※�

施
肥
量
に
つ
い
て
は
、
営
農
指
導
員
ま

で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
防
除

◆�

ウ
メ
シ
ロ
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
（
9
月
上
旬

～
中
旬
）

•�

ア
プ
ロ
ー
ド
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
1000
倍
／
7

日
前
ま
で
／
2
回
）

•�

モ
ベ
ン
ト
フ
ロ
ア
ブ
ル
（
2000
倍
／
7
日

前
ま
で
／
3
回
）

※�

ア
プ
ロ
ー
ド
は
残
効
性
が
あ
る
た
め
、

幼
虫
発
生
前
で
も
効
果
が
期
待
で
き
ま

す
。

※�

農
薬
散
布
は
、
朝
の
涼
し
い
時
間
帯
に

行
っ
て
く
だ
さ
い
。

◆
ク
ビ
ア
カ
ツ
ヤ
カ
ミ
キ
リ

成
虫
は
5
月
下
旬
か
ら
8
月
に
か
け
て

発
生
し
、
ウ
メ
・
モ
モ
・
ス
モ
モ
・
サ
ク

ラ
な
ど
の
バ
ラ
科
作
物
を
加
害
し
ま
す
。

収
穫
後
も
必
ず
園
地
を
確
認
し
、
フ
ラ

ス
（
虫
の
糞
）・
幼
虫
・
成
虫
を
見
つ
け

た
場
合
は
、
営
農
指
導
員
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

◆
モ
モ
ヒ
メ
ヨ
コ
バ
イ

収
穫
終
了
後
か
ら
落
葉
時
期
ま
で
発
生

し
、
葉
を
吸
汁
し
て
黄
化
・
早
期
落
葉
を

引
き
起
こ
し
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
秋
の

貯
蔵
養
分
が
減
少
し
、
樹
勢
の
低
下
や
翌

年
の
生
育
に
悪
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。

防
除
薬
剤
:

•�

ア
ク
タ
ラ
顆
粒
水
溶
剤
（
2000
倍
／
7
日

前
ま
で
／
2
回
）

•�

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤
／
2000
倍
／
前

日
ま
で
／
3
回
）

◆
白
紋
羽
病
対
策

•�

枯
死
し
た
樹
の
根
は
掘
り
上
げ
て
園
外

へ
搬
出
し
て
く
だ
さ
い
。

•�

夏
季
に
は
植
床
に
ビ
ニ
ー
ル
を
か
け
、

太
陽
熱
消
毒
を
実
施
し
ま
し
ょ
う
。

•�

苗
木
定
植
時
に
は
、
フ
ロ
ン
サ
イ
ド
Ｓ

Ｃ
（
500
倍
）
を
1
本
あ
た
り
50
〜
100
Ｌ

灌
注
し
て
く
だ
さ
い
。

自
然
災
害
・
気
象
対
策

◆
強
風
・
台
風
対
策

•�

防
風
樹
や
防
風
ネ
ッ
ト
を
設
置
し
、
風

の
被
害
を
軽
減
し
ま
し
ょ
う
。

•�

幼
木
は
倒
れ
や
す
い
た
め
、
支
柱
な
ど

で
し
っ
か
り
固
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
干
ば
つ
対
策

梅
は
浅
根
性
で
、
細
根
の
約
80
%
が

地
表
20
cm
以
内
に
分
布
し
て
い
ま
す
。

高
温
乾
燥
が
続
く
と
、
細
根
が
枯
れ
て

樹
勢
が
落
ち
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

以
下
の
対
策
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

•�

敷
き
草
や
堆
肥
な
ど
で
地
表
の
水
分
蒸

散
を
抑
制

•�

乾
燥
前
に
早
め
の
潅
水
（
可
能
な
園
地

で
は
）

果
樹
柑
橘

◦
柑
橘
類
の
仕
上
げ
摘
果

今
年
の
温
州
み
か
ん
は
品
種
に
よ
り
着

果
量
に
バ
ラ
つ
き
が
あ
る
た
め
、
粗
摘
果

を
控
え
め
に
し
た

園
で
は
後
期
摘
果
・

仕
上
げ
摘
果
を
主

体
に
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

ゆ
ら
早
生
等
の

極
早
生
で
は
仕
上

げ
摘
果
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
こ
の

時
期
に
な
る
と
果

実
の
重
み
で
垂
れ

下
が
っ
て
き
ま
す

が
垂
れ
下
が
っ
て

い
な
い
果
実
は
こ

の
仕
上
げ
で
摘
果

し
て
く
だ
さ
い
。

た
だ
し
上
向
き
の

果
実
は
新
芽
の
発

生
を
抑
制
す
る
た

め
収
穫
直
前
に
摘

果
し
て
く
だ
さ
い
。

早
生
・
中
生
・
晩

生
・
中
晩
柑
類
は
• 病害虫防除指針（柑橘類全般）
防除時期 対象病害虫 薬剤 倍数 収穫前日数／

使用回数

生育期 かいよう病
ムッシュボルドー DF 1,000 倍 -/-
加用クレフノン 又は 200 倍 60/2（温州）

マイコシールド 1,000 倍 30/2（晩柑）

フィガロンの熟期促進と使用方法（樹勢低下園は除く）
品種 目的 使用時期 倍数 収穫前日数／

使用回数

温州みかん 熟期促進 2 回目満開 70 ～ 110 日後
（第1回目の散布から20日後）3,000 倍 14/2 回
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水 

稲

カ
メ
ム
シ
の
防
除

近
年
、
カ
メ
ム
シ
に
よ
る
被
害
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
カ
メ
ム
シ
の
防
除

を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。
カ
メ
ム
シ
の
散

布
防
除
適
期
は
乳
熟
初
期
が
基
本
で
す
。

※�

乳
熟
初
期
（
出
穂
期
7
～
10
日
後
）
…

圃
場
全
体
の
穂
が
80
～
90
％
出
た
時
期

ウ
ン
カ
の
防
除

ウ
ン
カ
が
発
生
し
て
い
る
圃
場
で
は
、
追

加
防
除
が
必
要
と
な
っ
て
く
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
ス
タ
ー
ク
ル
顆
粒
水
溶
剤
（
2000

倍
／
収
穫
7
日
前
／
3
回
）
ま
た
は
、
ス

タ
ー
ク
ル
豆
つ
ぶ
（
250
～
500
g
／
10
a

／
収
穫
7
日
前
／
3
回
）
を
散
布
し
防
除

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

収
穫
前
の
水
管
理

コ
ン
バ
イ
ン
等
の
作
業
の
都
合
上
、
早

く
か
ら
落
水
す
る
圃
場
も
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
早
期
落
水
や
登
熟
期
以
降
の
水
不
足

は
粒
張
り
が
悪
く
、
胴
割
れ
米
な
ど
の
発

生
の
原
因
と
な
り
ま
す
。
刈
り
取
り
予
定

の
1
週
間
～
10
日
前
を
目
安
に
落
水
し
て

く
だ
さ
い
。

適
期
の
刈
り
取
り

収
穫
時
期
は
米
の
品
質
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
の
で
、
収
穫
時
期
を
逃
さ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
1
穂
に
緑
色
籾

が
10
～
15
％
残
っ
て
い
る
状
態
が
適
期
で

す
。
刈
り
遅
れ
を
し
な
い
た
め
に
は
、
適

期
に
な
っ
て
か
ら
刈
り
始
め
る
の
で
は
な

く
、
天
候
や
面
積
を
考
慮
し
て
早
め
に
刈

り
取
り
を
開
始
し
、
適
期
内
に
刈
り
取
り

が
終
わ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

収
穫
時
期
の
目
安

収
穫
適
期
は
籾
全
体
の
80
%
か
ら

90
%
が
黄
化
し
た
こ
ろ
で
す
。
出
穂
期

か
ら
約
35
日
を
目
安
と
し
て
く
だ
さ
い
。

に
じ
の
き
ら
め
き
は
35
日
か
ら
45
日
、
き

ぬ
む
す
め
は
35
日
か
ら
40
日
と
幅
が
あ
り

ま
す
が
、
今
年
は
高
温
が
予
想
さ
れ
る
た

め
、
品
質
低
下
を
避
け
る
た
め
に
早
期
の

刈
り
取
り
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※�

出
穂
期
…
水
田
全
体
の
約
40
～
50
％
が

出
穂
し
て
い
る
状
態
の
こ
と

野 
菜

ミ
ニ
ト
マ
ト

●�

黄
化
葉
巻
病

黄
化
葉
巻
病
の
発
生
が
問
題
に
な
っ
て

い
ま
す
。

定
植
前
に
再
度
、
ハ
ウ
ス
周
り
の
除
草

や
ハ
ウ
ス
開
口
部
に
被
覆
し
て
い
る
防
虫

ネ
ッ
ト
に
破
損
し
て
い
る
部
分
が
無
い
か

確
認
し
張
替
え
や
修
繕
を
実
施
し
て
く
だ

さ
い
。

コ
ナ
ジ
ラ
ミ
を
「
入
れ
な
い
」、「
出
さ

な
い
」、「
増
や
さ
な
い
」
を
徹
底
し
て
く

だ
さ
い
。

ま
た
定
植
の
際
は
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
対
策

と
し
て
薬
剤
を
必
ず
施
用
し
て
く
だ
さ

い
。
薬
剤
に
つ
い
て
は
マ
ル
ハ
ナ
バ
チ
導

入
時
期
を
考
慮
し
選
択
し
て
く
だ
さ
い
。

●
栽
培
管
理

す
で
に
定
植
が
ス

タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

再
度
ミ
ニ
ト
マ
ト
栽

培
の
基
本
を
確
認
し
、

1
つ
1
つ
の
作
業
を

丁
寧
に
行
な
い
、
高

品
質
な
ミ
ニ
ト
マ
ト

の
安
定
生
産
を
目
指

し
ま
し
ょ
う
。

病
害
虫
に
つ
い
て
は
、

摘
葉
や
予
防
的
な
薬
剤

散
布
な
ど
で
予
防
対
策

を
講
じ
て
く
だ
さ
い
。

●
水
分
管
理

土
壌
水
分
や
草
勢

を
良
く
観
察
し
多
潅

水
に
な
ら
な
い
よ
う
、

植
物
に
必
要
な
量
で

潅
水
を
実
施
し
て
く

だ
さ
い
。
過
多
な
潅

水
は
、
根
張
り
を
抑

制
し
ま
す
の
で
気
を

付
け
ま
し
ょ
う
。

日
中
、
高
温
に
よ

り
葉
が
萎
れ
る
場
合
に

は
、
葉
水
（
散
水
）
で

対
応
し
て
く
だ
さ
い
。

●
温
度
管
理

遮
熱
、遮
光
ネ
ッ
ト
を
上
手
に
利
用
し
、

ハ
ウ
ス
内
温
度
を
調
節
し
て
く
だ
さ
い
。

ハ
ウ
ス
内
温
度
を
下
げ
る
一
つ
の
方
法
と

し
て
、
夕
方
の
ハ
ウ
ス
内
へ
の
散
水
も
効

果
的
で
す
。

●
交
配
作
業

初
期
の
生
育
を
安
定
さ
せ
る
た
め
、
1

～
3
花
房
目
ま
で
は
ト
マ
ト
ト
ー
ン
に
よ

る
交
配
を
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

高
温
時
の
ト
マ
ト
ト
ー
ン
は
薄
い
倍
数

（
150
倍
～
）
で
短
い
間
隔
で
た
っ
ぷ
り
と

か
け
、
確
実
に
結
実
さ
せ
る
よ
う
努
め
て

く
だ
さ
い
。

ナ
ス収

穫
終
了
時
ま
で
草
勢
が
低
下
し
な
い

よ
う
肥
培
管
理
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
乾
燥
に
は
十
分
注
意
し
定
期
的
に

潅
水
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
に
つ
い
て
は
、ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
、

ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
、
う
ど
ん
こ
病
等
を
中
心

に
防
除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
薬
剤
散
布

は
早
朝
か
、
夕
方
の
涼
し
い
時
間
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。
農
薬
に
つ
い
て
は
営
農
指

導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ゴ
ー
ヤ

草
勢
が
低
下
す
る
と
う
ど
ん
こ
病
の
発

生
を
助
長
し
ま
す
。
草
勢
を
低
下
さ
せ
な

い
た
め
に
肥
培
管
理
、
土
壌
水
分
の
管
理

に
つ
い
て
は
十
分
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
に
つ
い
て
は
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
、

う
ど
ん
こ
病
を
中
心
に
防
除
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。
薬
剤
散
布
は
早
朝
か
、
夕
方
の
涼
し

い
時
間
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
農
薬
に
つ
い

て
は
営
農
指
導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー

●
播
種

播
種
は
、
8
月
下
旬
ご
ろ
か
ら
行
っ
て

く
だ
さ
い
。
10
a
あ
た
り
60
～
80
㎖（
約

病害虫 防除薬剤 使用量 使用回数 使用時期 使用方法 ハチ影響日数

コナジラミ

ベリマーク
SC

1 株あたり
25 ～ 50ml 1 回 育苗期後半～

定植当日 灌注 1 日

プリロッソ粒剤
オメガ 2g/ 株 1 回 育苗期後半～

定植当日 株元散布 1 日
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3
～
4
袋
、
コ
ー
ト
種
子
は
粒
数
）
用
意

し
ま
す
。
播
種
後
は
、
寒
冷
紗
等
で
直
射

日
光
が
当
た
ら
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。
潅
水
量
は
本
葉
が
出
る
ま
で
は
控
え

め
に
し
て
く
だ
さ
い
。
夕
方
の
潅
水
は
、

病
気
、
徒
長
苗
の
原
因
に
な
る
の
で
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。も
し
、夕
方
潅
水
す
る
場

合
は
表
面
が
湿
る
程
度
に
し
て
く
だ
さ
い
。

生
育
が
進
む
に
つ
れ
て
、
苗
を
徒
長
さ

せ
な
い
よ
う
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。（
高

温
時
以
外
は
、被
覆
し
な
い
で
く
だ
さ
い
）

育
苗
中
の
害
虫
に
は
注
意
し
、
適
宜
防

除
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
農
薬
に
つ
い
て

は
営
農
指
導
員
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

●
根
こ
ぶ
病
対
策

オ
ラ
ク
ル
粉
剤
（
全
面
土
壌
混
和
30
kg

／
10
a
）
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。
石
灰

窒
素
を
施
用
す
る
場
合
は
、
ガ
ス
障
害
が

発
生
す
る
危
険
性
が
あ
り
ま
す
の
で
、
圃

場
全
体
に
均
一
に
散
布
し
、
よ
く
耕
転
し

て
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
ガ
ス
障
害
回
避
の

た
め
、
石
灰
窒
素
施
用
後
は
10
日
以
上
空

け
て
定
植
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

根
こ
ぶ
病
の
多
発
し
て
い
る
圃
場
で

は
、
連
作
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

●
欠
乏
症
対
策

毎
年
苦
土
欠
乏
症
が
発
生
し
生
育
に
影

響
が
出
て
い
る
場
合
に
は
、
硫
酸
マ
グ
ネ

シ
ウ
ム
（
1
袋
／
10
a
）
を
施
用
し
て
く

だ
さ
い
。「
改
良
緑
炎
」
が
特
に
発
生
し

や
す
い
で
す
。

過
去
に
、
ホ
ウ
素
欠
乏
症
が
発
生
し

た
園
地
に
つ
き
ま
し
て
は
、
F
T
E
を

10
a
当
た
り
4
kg
施
肥
し
て
く
だ
さ
い
。

「
お
は
よ
う
」
に
つ
い
て
は
ホ
ウ
素
欠

乏
症
非
常
に
発
生
し
や
す
い
の
で
、
必
ず

F
T
E
を
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

●
湿
害
対
策

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
湿
き
に
弱
い
の
で
湿

害
対
策
と
し
て
、
高
畝
に
し
て
排
水
は
十

分
と
っ
て
く
だ
さ
い
。

圃
場
が
他
に
あ
れ
ば
、
排
水
の
良
い
土

壌
に
栽
培
し
て
く
だ
さ
い
。

豆
類

○
作
付
け
準
備

①�

圃
場
は
出
来
る
だ
け
深
く
耕
運
し
、
植

付
け
ま
で
数
回
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

②�
ま
た
、
耕
運
す
る
場
合
は
、
圃
場
全
体

が
適
湿
の
状
態
で
行
い
ま
し
ょ
う
。
加

湿
の
状
態
で
は
行
わ
な
い
で
く
だ
さ
い
。

③�

畝
は
高
畝
に
し
、
排
水
対
策
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

○
播
種
時
期

•
注
意
点

①�

植
穴
に
た
っ
ぷ
り
潅
水
し
た
後
、
播
種

し
て
く
だ
さ
い
。

②�

高
温
時
期
の
播
種
は
、
発
芽
不
良
が
発

生
し
や
す
い
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

③�

マ
ル
チ
の
種
類
に
よ
り
地
温
に
差
が
生
じ

ま
す
の
で
、
立
地
条
件
や
播
種
時
期
に

合
っ
た
マ
ル
チ
を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

○
降
雨
後
の
対
策

抑
制
栽
培
の
豆
類
は
、
降
雨
後
に
急
激

に
温
度
が
上
が
る
と
、
高
温
障
害
が
発
生

し
や
す
く
な
り
ま
す
の
で
薬
剤
防
除
を
実

施
し
て
く
だ
さ
い
。

○
薬
剤
防
除

ア
ブ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
の
防

除
の
為
、
播
種
時
に
薬
剤
防
除
を
行
っ
て

く
だ
さ
い
。

防
除
例
:
ア
ド
マ
イ
ヤ
ー
1
粒
剤

•�

う
す
い
、き
ぬ
さ
や
、未
成
熟
そ
ら
ま
め

10
a
当
た
り
3
㎏
／
1
回
／
播
溝
土

壌
混
和

•
さ
や
い
ん
げ
ん

　

�

10
a
当
た
り
6
㎏
ま
で
（
1
株
当
た

り
1
～
２
g
）／
植
穴
土
壌
混
和

※�

特
に
ア
ブ
ラ
ム
シ
に
つ
い
て
は
ウ
イ
ル

ス
病
を
媒
介
す
る
恐
れ
が
あ
る
為
、
防

除
を
徹
底
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

ま
た
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
や
ア
ブ
ラ
ム
シ
の

発
生
が
確
認
さ
れ
た
場
合
は
初
期
防
除

に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

に
ん
に
く

作
付
け
は
、
9
月
下
旬
か
ら
10
月
上
旬

に
か
け
て
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
株
間
は

15
cm
程
度
で
3
条
植
え
を
基
本
と
し
て
く

だ
さ
い
。
覆
土
は
り
ん
片
が
見
え
な
い
程

度
か
ら
3
cm
ぐ
ら
い
に
し
て
く
だ
さ
い
。

厚
す
ぎ
る
と
発
芽
が
遅
れ
不
揃
い
と
な
る

場
合
が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
植
付
時
に
土
壌
水
分
が
多
す
ぎ
る

と
練
り
植
え
と
な
り
発
芽
不
良
、
初
期
成

育
不
良
の
原
因
と
な
り
ま
す
の
で
、
排
水

対
策
も
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。

作
付
け
後
に
、
乾
燥
し
す
ぎ
る
と
発
芽

不
良
の
原
因
と
な
る
の
で
、
潅
水
し
発
芽

を
促
す
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

花
き
類
全
般

花
き
全
般
の
栽
培
初
期
管
理
は
株
張
り

に
大
き
く
影
響
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ

さ
い
。
近
年
夏
の
気
温
が
高
い
こ
と
も
あ

り
、
高
温
障
害
や
病
気
に
よ
る
株
枯
れ
、

根
張
り
が
悪
い
な
ど
の
症
状
が
見
ら
れ
ま

す
定
植
後
の
潅
水
管
理
、
防
風
ネ
ッ
ト
や

遮
光
ネ
ッ
ト
対
策
、
ハ
ウ
ス
内
の
換
気
を

十
分
に
行
う
な
ど
暑
さ
対
策
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

●
ス
タ
ー
チ
ス

近
年
、
定
植
時
の
暑
さ
に
よ
り
、
活
着

不
良
や
根
傷
み
な
ど
初
期
成
育
が
悪
く

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
数
年
、
発
生
が
多

く
な
っ
て
い
る
赤
葉
や
花
落
ち
は
こ
れ
ら

の
初
期
の
生
育
不
良
や
根
張
り
不
足
が
原

因
の
一
つ
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
根
張
り

が
悪
い
と
、
少
し
の
環
境
変
化
で
も
、
ス

ト
レ
ス
を
感
じ
る
事
と
な
り
、
赤
葉
な
ど

の
発
生
に
つ
な
が
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

生
育
状
況
や
気
候
に
応
じ
た
ハ
ウ
ス
の
遮

光
や
潅
水
管
理
、
品
種
に
応
じ
た
芽
の
整

理
な
ど
適
正
な
管
理
を
行
う
事
で
初
期
生

育
や
根
張
り
を
促
が
し
て
く
だ
さ
い
。

病
害
虫
は
褐
紋
病
や
褐
斑
病
、
ア
ブ
ラ

ム
シ
類
、
ダ
ニ
類
、
ヨ
ト
ウ
ム
シ
類
な
ど

の
発
生
に
注
意
し
初
期
防
除
に
努
め
て
く

だ
さ
い
。

●
カ
ス
ミ
ソ
ウ

定
植
初
期
は
水
切
れ
を
起
こ
さ
ぬ
よ
う

注
意
し
、
ピ
ン
チ
に
つ
い
て
は
葉
の
肥
大

や
節
間
伸
長
を
目
安
に
行
い
ま
す
が
、
品

種
に
よ
っ
て
は
低
節
位
で
の
ピ
ン
チ
で
芽

数
が
取
れ
に
く
い
品
種（
ア
ル
タ
イ
ル
等
）

が
あ
る
の
で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。
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